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研究成果の概要（和文）：本研究は、日常的・継続的スポーツボランティアに対するマネジメントシステムの構築に向
けた問題点の把握ならびに基本的な考え方について検討することを目的とした。文献レビュー及び国内外の事例分析を
通じて、「調達」「開発」「維持」という局面を分析視点として導入することにより、研究課題が体系的に整理される
こと、調達及び開発の局面では、資格・人材開発に対する姿勢が「無関心－資格至上主義」に二極化していること、主
体的な人材育成・能力開発視点の欠如といった問題を指摘した。また維持の局面では、処遇をめぐる金銭的報酬への収
斂傾向、非金銭的報酬に対する無関心、スタッフの処遇改善に消極的な傾向などを指摘した。

研究成果の概要（英文）：This study was intended to examine the basic understanding of the problems for the
 construction of a management system for continuous sport volunteers in community. By through literature r
eview and case studies, it became apparent that applying three aspects, "procurement", "development" and "
maintenance" results in a systematic understanding the problems of human resource management. In the aspec
t of "procurement" and "development", problem of lack of perspective of human resource development initiat
ive by the staff were pointed out. Further, in the aspect of "maintenance", the trends such as convergence
 to the monetary reward in treatment, indifference to non-monetary reward, reluctant to improve treatment 
of staff were pointed out.
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１．研究開始当初の背景 

 総合型クラブの育成をはじめとして、地域

スポーツの振興に関わる課題の多くは、しく

みを支える人材（human resources）の問題

に帰着する。スポーツによって期待されるさ

まざまな効果が、活動の継続性によって担保

されるものであるならば、人びとの日常的・

継続的な活動を直接支える条件としての人

材の整備は、きわめて重要な課題であるとい

える。この問題は、スポーツボランティア・

マネジメント研究の文脈において課題化さ

れるが、これまでのボランティア研究は、い

わゆる「イベント・ボランティア」が中心で

あり、クラブを支えるような「日常的・継続

的活動」を捉えたものは殆どみられない。ま

た研究方法の点で分析対象が国内事例にと

どまっているため、結果的に国内の実態報告

の域を出ないものが多く、必ずしも効果的な

人材育成への提言ができていない状況にあ

る。 

 

２．研究の目的 

本研究は、日常的・継続的スポーツボラン

ティアに対するマネジメントシステムの構

築に向けた問題点の把握と基本的な考え方

について検討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 (1)平成 23年度の後半から平成 24年度にか

けて、本務校の制度を利用してオーストラリ

アに赴き、国際マラソン大会を事例として、

スポーツボランティアの調達・開発・維持の

状況について情報収集を行った。またスポー

ツボランティア研究を含むスポーツマネジ

メント研究・教育の現況について、現地校の

カリキュラム分析ならびに研究者へのヒア

リングを実施・調査した。 

(2)平成 25年度は、実質的にはボランティア

と目される運動部活動の外部指導員の活用

に関わる問題に焦点をあてて、それに関連す

るアーカイバルデータをもとに内容を整理

するとともに、実際の国内事例にあたって詳

細な分析を行った。その結果をもとに、地域

スポーツボランティアのマネジメントシス

テム構築に向けた基本的な考え方について

提言を行った。 

 

４．研究成果 

(1)オーストラリア滞在中には国際的なマラ

ソン大会のボランティア・マネジメントにつ

いて情報収集を行った。厳密にいえば、イベ

ント・ボランティアは日常的・継続的ボラン

ティアとは区別されるが、この経験を通じて

ボランティアの本質において共通する部分

がかなりあることが明らかになった。 

国際比較の観点を導入するには、海外にお

ける状況とともに、関連研究領域についての

深い理解が求められるが、その一つの試みと

して、スポーツボランティア研究を含むスポ

ーツマネジメント研究・教育の現況について

現地校のカリキュラム分析、さらには現地研

究者へのヒアリングも実施し詳細な分析を

行った。研究動向については、学会大会の演

題から、ボランティア研究、組織論、マーケ

ティング研究などが比較的多く報告されて

いること、教育については、プロクラムデザ

インの考え方や専門性の捉え方が、わが国と

はずいぶん異なる点などを指摘した。 

(2)ここではまず、「調達」「開発」「維持」と

いう 3つのプロセス（局面）を念頭に置き、

そこから導かれた外部指導者の「調整」「探

索」「報酬」という 3つのキーワードから運

動部活動の理想と現実のギャップを埋める

方策について提案した。ここから示唆された

ことは、マネジメントのプロセス（局面）と

いう分析視点を明示的に採用することによ

って研究課題が体系的に整理された形で把

握できるということであった。このことは人

材マネジメントにおけるプロセス思考の導

入によって条件整備の視点を設定すること



が可能であることも意味している。

本研究では、

に示すよう

フ」別にみた人材マネジメントの課題

めとして

析を通じて、

格・人材開発に対する姿勢が「無関心－資格

至上主義」に二極化していること、主体的な

人材育成・能力開発（内部化）視点の欠如と

いった問題

局面では、処遇をめぐる金銭的報酬への収斂

傾向、非金銭的報酬に対する関心の低さ、ス

タッフの処遇改善に消極的な傾向

れた。

地域スポーツに引き寄せていうと、われわ

れはスポーツボランティアの「主体性」にあ

ぐらをかいて（あるいは過信して）、「調達」

にほとんど関心を向けてこなかったし、同じ

理由で「開発」にも「維持」にもしっかりと

目を向けてこなかったのではないか。とくに

総合型クラブの人材に対する維持（処遇）に

ついては、金銭的報酬に関わる議論が先行し、

ボランティア

議論されている多様なインセンティブ（非金

銭的報酬を含む）について、正面から取り上

げてこなかったように思われる。
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表 人材マネジ
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な「指導スタッフ」「運営スタッ

別にみた人材マネジメントの課題

することができた

「調達」「開発」の局面では、資

格・人材開発に対する姿勢が「無関心－資格

至上主義」に二極化していること、主体的な

人材育成・能力開発（内部化）視点の欠如と

が指摘された。また、「維持」の

局面では、処遇をめぐる金銭的報酬への収斂

傾向、非金銭的報酬に対する関心の低さ、ス
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人材マネジメントの課題例
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「開発」の局面では、資

格・人材開発に対する姿勢が「無関心－資格
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